
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

純 剛 №１９ 令和５年３月３日 

校長 髙 橋   譲 

＜目指す生徒像＞ 自ら学び 思いやりのある たくましく生きる生徒 

帯広市立帯広第五中学校 

学校だより 

安心・安全を守り 認め合い 支え合い 高め合う学校 ＜目指す学校像＞  

学校評価アンケートの結果②とお寄せいただいたご意見について 
～今後の学校改善に生かしてまいります～ 

前号に続き、裏面にアンケート結果②を掲載しましたので、ご覧ください。

また、生徒・保護者の皆様から寄せられたご意見をご紹介します。 

全て、全教職員で拝読しておりますが、紙面の都合上、主なご意見を一部

抜粋で掲載させていただきますことをお許しください。 

 

＝令和５年度 入学説明会（２/１４）＝ 

４月に五中生の仲間入りをする 110名の１年生と保護者の皆

様が来校。校長から「７つの小学校で経験したこと＋一人一

人の夢＝素晴らしい中学校生活に！」とお話ししました。３年

生４０名が会場準備、司会、説明、モデル、音響等、後輩たち

のために大活躍！「DAIGO PRIDE RAP」も大好評でした♪ 

＝除雪ボランティア（２/１８）＝ 

本校の元PTAの徳井建設様と西岡建設様が、 

中山組様のご協力で、お子様が卒業された翌年 

から、ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ北側の歩道と北東角の交差点の 

四つ角をﾎﾞﾗﾝﾃｨｱで除排雪して下さっています。１７回目となる今年も、総勢

30 名の皆様で、重機３台、大型・中型ダンプ５台、警備員さんも要所に立ち、

約５時間。交差点の見通しも、足元も見違えるようにしてくださいました！ 

小中学生と地域の安心・安全のために、本当にありがとうございました！！ 

◇生徒のみなさんから 

「校内をもっときれいにしたい」「悪口や陰口をなくせたらいい」 

「全員でルールや提出物の期限を守る」等、主体的な声が寄せられたことが大変印象的でした。本校では校則見直しの一環とし

て、３学期に髪型や推奨服について生活常任委員会がアンケートを実施し、代議員会で話し合う機会を設けました。新年度は、生

活上の様々な制約の緩和が予想されますので、生徒が主体的に活動する場面を増やすことができると思います。今後も全ての教

育活動が、「自ら学び 思いやりのある たくましく生きる生徒の育成」につながるように、全教職員で努めてまいります。 

◇保護者の皆様から 

・いじめについて～アンケートや日常的に把握した「いやな思いをした」生徒を守ることを最優先に、「させている」生徒への指導 

保護者との連携など組織的に対応しています。お気づきのことがあれば、いつでも学校にご連絡願います。 

・学級や学校の様子について～授業参観や懇談会の機会が限られる中、各種通信やホームページでは十分にお伝えできず、 

申し訳ございません。ご質問や個別のご相談等につきましても、いつでも学校にお問合せください。 

・教職員の研修について～「わかりやすい授業」や「相談しやすい学校」等の基盤は、教職員の資質や指導力です。生徒理解や 

ＩＣＴ活用など多岐にわたりますが、今後も教育のプロとして研修を重ね、「学び続ける教職員」であり続けます。 

【授業の一コマ】感染症対策を講じながら武道を再開しています 

＝令和４年度 帯広市青少年「いじめ・非行防止標語＝ 

～全校生徒が応募した中、１年生３名が佳作に入選！～ 

 ☆ 見過ごすな いじめになり得る その「遊び」 

☆ 「大丈夫」 差し伸ばそうよ 救いの手 

☆ 負の連鎖 絶ち切る勇気 あなたにも 

全校生徒の心を一つに、「いじめの無い五中！」を実現させましょう！！ 

 

※貴重なご意見とともに、温かいお言葉も頂戴しました。全てを糧に、できるところから学校改善を進めます。ご協力に感謝申し上げます。 

 


